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令和９年度入試「選抜実施内容」が決まりました 

― 共通選抜・特色選抜のしくみと「学年間比率」をやさしく解説します ― 

令和８年５月２９日、各高校の「選抜実施内容（確定版）」が公表され、

令和９年度入試のしくみが正式に決まりました。各校の詳しい内容は、右

のＱＲコード（埼玉県教育委員会のページ）からご確認いただけます。 

→ 詳しくはこちら（埼玉県教育委員会・選抜実施内容（確定版）） 
 

埼玉県教育委員会 
 

今回あわせて確定したこと（これまでお伝えした内容の確定です） 

・ 面接は、受検生全員に実施することが確定しました。 

・ 学力検査は、約９割の問題でマークシート方式になることが確定しました。 
 

  共通選抜と特色選抜は、何が違うの？ 

令和９年度入試では、選抜の方法が「共通選抜」と「特色選抜」の２つになりました。どちらも学力検

査・調査書・面接を使う点は同じですが、「ものさし（点数の付け方）」の自由度が違います。 

項目 共通選抜 特色選抜 

どんな方法？ 全県共通のものさしで選ぶ 
学校の特色に合わせた 

ものさしで選ぶ 

学年間比率 
１：１：１／１：１：２／ 

１：１：３ の３つから選択 

各校が自由に設定 

（例：川口東は１：２：３） 

傾斜配点 

（得意教科を重く） 
なし 

あり（最大３教科・ 

１５０点または２００点） 

特色検査 

（実技・作文） 
なし 実施する学校がある 

※ 共通選抜だけ・特色選抜だけ・両方を行う、のどれにするかは各高校が決めます。 
 

  「学年間比率」を、やさしく説明します 

調査書には、９教科×５段階評価（４５点満点）の成績が、１年・２年・３年の３年分あります。この３

年分を「１年：２年：３年」のどの重みで合計するかを決めたものが「学年間比率」です。数字が大きい学

年ほど、その年の成績が重く扱われます。 

◆ １：１：１＝均等（１３５点） ／ １：１：２＝３年厚め（１８０点） 

◆ １：１：３＝３年重視（２２５点） ／ １：２：３＝学年順に重く（２７０点・特色の例） 

共通選抜ではこの比率は上の３つから選びます。特色選抜では各校が自由に決めます（合計が１０を超え

ない範囲）。 

たとえば１：１：３の学校は、３年生の成績が１年生の３倍重く効きます。逆に１：１：１なら３年間が

同じ重さです。志望校の比率を見れば、「１年生からの成績がどれくらい合否に響くか」が分かります。 

ご家庭へのお願い 

志望校の「選抜の種類」（共通選抜のみ／特色選抜のみ／両方）と「学年間比率」を、ＱＲコードの

ページで一度ご確認ください。 

学年間比率で２年生・３年生の数字が大きい学校ほど、これからの成績が合否に大きく関わります。

今の授業や定期テスト、提出物を一つひとつ大切にしていきましょう。 

【出典】埼玉県教育委員会「令和９年度埼玉県公立高等学校入学者選抜における各高等学校の選抜実施内容（確定版）」「概要一覧表の見

方」「入学者選抜実施基本方針」（令和８年５月２９日公表）をもとに作成。最新・詳細はＱＲコードのページ（埼玉県教育委員会）でご確

認ください。 

  



ここからは６校の確定版を、タイプ別に２校ずつ読んでみましょう。同じ「学力検査・調査書・面接」でも、

学校によって配点や学年間比率が大きく違います。最後に６校を一覧で比べます。 

 

「第１次選抜」「第２次選抜」は、試験を２回受けるという意味ではありません 

・ 入試（学力検査・面接）は、１日・１回だけです。受検する試験が２回あるわけではありません。 

・ その１回の結果を、まず「第１次選抜」の基準で合否を判定し、そこで合格にならなかった人を、続け

て「第２次選抜」の別の基準でもう一度判定します。 

・ つまり「１回の試験を、２つの基準で順番に審査する」しくみです。だから学校によって、第１次と第

２次で配点（調査書の重みなど）が変わります。 
 

  ① 共通選抜のみ ― 県立川口北高校（普通科） 
 

 

ここを見る 

① 選抜の種類 

「共通選抜」だけ。第１次選抜と第２次選抜の２段階。 

② 募集の割合 

第１次選抜で７０％、第２次選抜で残り３０％。 

③ 学力検査 

５教科。数学と英語は応用的な「学校選択問題」を使

う。 

④ 学年間比率 

１：１：２。３年生の成績が１・２年より重い（基本点

１８０点）。 

⑤ 面接 

集団面接。 

⑥ 選抜資料の配点 

第１次〔学力５００・調査書３００・面接３０＝８３０

点〕／第２次〔調査書が２００に下がり７３０点〕。 

▶ ポイント 

当日の学力検査（５００点）が大きいが、調査書（内

申）も３００点で効く。特に３年生が大事。 
 

  ② 共通選抜のみ ― 県立川口高校（普通科） 
 

 

ここを見る 

① 選抜の種類 

「共通選抜」だけ。第１次選抜（８０％）→第２次選抜

（２０％）。 

② 学力検査 

５教科。学校選択問題は使わない（共通の問題）。 

③ 学年間比率 

１：１：２。３年生の成績が重い（基本点１８０点）。 

④ 面接 

集団面接。 

⑤ 選抜資料の配点 

第１次〔学力５００・調査書２００・面接６０＝７６０

点〕／第２次〔学力５００・調査書４００・面接６０＝

９６０点〕。 

▶ ポイント 

第２次選抜では調査書（内申）が２００→４００に増

え、内申がより重くなる。 

 

  



  ③ 特色選抜のみ ― 県立川口東高校（普通科） 
 

 

ここを見る 

① 選抜の種類 

「特色選抜」だけ。第１次選抜（８０％）→第２次選抜

（２０％）。 

② 学力検査 

５教科。学校選択問題は使わない（共通の問題）。 

③ 学年間比率 

１：２：３。学年が上がるほど重く、３年生が最も大事

（基本点２７０点）。 

④ 面接 

集団面接。 

⑤ 特色検査 

実施しない。 

⑥ 選抜資料の配点 

第１次〔学力５００・調査書５００・面接３０＝１０３

０点〕／第２次〔学力５００・調査書３４５・面接４５

＝８９０点〕。 

▶ ポイント 

調査書（内申）が学力検査と同じ５００点でとても重

い。３年生の成績が合否に大きく関わる。 

 

  ④ 特色選抜のみ ― 県立大宮高校（理数科） 
 

 

ここを見る 

① 選抜の種類 

「特色選抜」だけ。第１次選抜（６０％）→第２次選抜

（４０％）。 

② 学力検査 

５教科。数学と英語は「学校選択問題」を使い、さらに

数学・理科を傾斜配点（各２００点）。学力検査は７０

０点満点。 

③ 学年間比率 

１：１：２（基本点１８０点）。 

④ 面接 

集団面接。 

⑤ 特色検査 

実施しない。 

⑥ 選抜資料の配点 

第１次〔学力７００・調査書４２０・面接３０＝１１５

０点〕／第２次〔学力７００・調査書２８０・面接３０

＝１０１０点〕。 

▶ ポイント 

得意な数学・理科が傾斜配点（各２００点）で有利にな

る学校。学校選択問題も使う。 
 

  



  ⑤ 共通・特色の両方 ― 県立浦和東高校（普通科） 
 

 

ここを見る 

① 選抜の種類 

「特色選抜」と「共通選抜」の両方。先に特色（６０％）→共通（４

０％）。 

② 学力検査 

５教科。学校選択問題は使わない。 

③ 学年間比率 

どちらも１：１：３。３年生の成績が重い（基本点２２５点）。 

④ 面接 

個人面接。 

⑤ 特色検査 

実施しない。 

⑥ 選抜資料の配点 

〔特色〕学力５００・調査書３００・面接３６０＝１１６０点／〔共通〕

学力５００・調査書３００・面接６０＝８６０点。 

▶ ポイント 

同じ学校に２つのものさし。特に特色選抜は面接の配点（３６０点）がと

ても大きい。 
 

  ⑥ 共通・特色の両方 ― さいたま市立浦和南高校（普通科） 
 

 

ここを見る 

① 選抜の種類 

「特色選抜」と「共通選抜」の両方。募集は特色２０％・共通８０％。 

② 学力検査 

５教科。数学と英語は「学校選択問題」を使う。 

③ 学年間比率 

どちらも１：１：２（基本点１８０点）。 

④ 面接 

個人面接。 

⑤ 特色検査 

実施しない。 

⑥ 選抜資料の配点 

〔特色〕学力５００・調査書２００・面接１００＝８００点／〔共通〕学

力５００・調査書３００・面接３０＝８３０点。 

▶ ポイント 

同じ両方型でも、募集は共通が８０％（浦和東は特色６０％で逆）。特色

は面接が１００点。 
 

 

  ６校まとめ（タイプ別に比べてみよう） 
 

学校 タイプ 学年間比率 配点（第１次の例） 読みどころ 

川口北 共通のみ １：１：２ 学検５００・調査書３００・面接３０＝８３０ 
共通の基本形（学校選択問題あ

り） 

県立川口 共通のみ １：１：２ 学検５００・調査書２００・面接６０＝７６０ 
第２次で調査書を重視（調査書

を４００に） 

川口東 特色のみ １：２：３ 
学検５００・調査書５００・面接３０＝１０３

０ 
調査書を極端に重視・３年重視 

大宮（理数） 特色のみ １：１：２ 
学検７００・調査書４２０・面接３０＝１１５

０ 
数学・理科を傾斜配点（各２０

０）＋学校選択問題 

浦和東 両方 １：１：３ 
〔特色〕学検５００・調査書３００・面接３６

０＝１１６０ 
両方型・特色は面接重視（募集

は特色６０％） 

市立浦和南 両方 １：１：２ 
〔特色〕学検５００・調査書２００・面接１０

０＝８００ 
両方型でも共通が８０％（浦和

東と逆） 

 


